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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレイ配向又はベンド配向をとりうる液晶層を有する液晶パネルに電圧を印加する液
晶パネルの駆動装置であって、
　少なくとも前記液晶パネルの電源ＯＦＦ又はＯＮ状態に応じて、映像信号電圧、リセッ
ト用電圧、及び前記液晶パネルをスプレイ配向からベンド配向へ移行させるための転移電
圧を少なくとも含む複数の電圧から、１つの電圧を選択的に出力する電圧出力手段を備え
、
　前記電圧出力手段は、
　前記電源ＯＮ状態になると、前記映像信号電圧を印加する前に、前記リセット用電圧を
印加するとともに、その後に前記転移電圧を印加するものであり、
　前記電源ＯＦＦ状態になると、前記液晶パネルに前記転移電圧を印加し、その後、前記
リセット用電圧を印加してから前記液晶パネルへの電圧の供給を停止させる、液晶パネル
の駆動装置。
【請求項２】
　スプレイ配向又はベンド配向をとりうる液晶層を有する液晶パネルに電圧を印加する液
晶パネルの駆動装置であって、
　前記液晶パネルに、映像信号電圧、リセット用電圧、及び前記液晶パネルをスプレイ配
向からベンド配向へ移行させるための転移電圧を少なくとも含む複数の電圧から、１つの
電圧を選択的に出力する電圧出力手段を備え、
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　外部から入力される前記液晶パネルのＯＮ信号に基づき、前記リセット用電圧を選択す
る第１期間と、前記第１期間に続き前記転移電圧を選択する第２期間とを順次設定すると
ともに、
　外部から入力される前記液晶パネルのＯＦＦ信号に基づき、前記転移電圧を選択する第
３期間、前記第３期間に続き前記リセット電圧を選択する第４期間とを順次設定する、液
晶パネルの駆動装置。
【請求項３】
　スプレイ配向又はベンド配向をとりうる液晶層を有する液晶パネルに電圧を印加する液
晶パネルの駆動装置であって、
　前記液晶パネルの一方の電極に接続され、前記液晶パネルをスプレイ配向からベンド配
向へ移行させる転移電圧、映像信号電圧、及びリセット電圧とを選択的に印加する第１の
駆動回路と、
　前記液晶パネルの他方の電極に接続され、定電位を印加する第２の駆動回路と、
　外部から入力される、前記液晶パネルの電源ＯＦＦ信号又は電源ＯＮ信号に応じて前記
第１の駆動回路及び前記第２の駆動回路の動作を制御する制御回路とを備え、
　前記制御回路は、
　前記ＯＮ信号に基づき、前記リセット電圧を選択する第１期間、前記転移電圧を選択す
る第２期間、前記映像信号電圧を選択する第３期間を、この順に設定し、
　前記ＯＦＦ信号に基づき、前記転移電圧を選択する第４期間、前記リセット電圧を選択
する第５期間を、この順に設定するように、前記第１の駆動回路を制御する、液晶パネル
の駆動装置。
【請求項４】
　前記リセット電圧は、前記転移電圧より絶対値が小さい、請求項１から３のいずれかに
記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項５】
　前記電圧出力手段は、前記電源ＯＦＦ状態において、前記転移電圧の印加と前記リセッ
ト用電圧の印加との間に、前記液晶パネルの各画素に対し実質上均一となる所定の映像信
号電圧を印加する、請求項１に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項６】
　前記制御回路は、前記電源ＯＦＦ状態において、前記第４期間と前記第５期間との間に
、前記液晶パネルの各画素に対し実質上均一となる所定の映像信号電圧を印加する第６期
間を挟むよう、前記制御を行う、請求項３に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項７】
　前記実質上均一の所定の映像信号電圧は、前記液晶パネルを黒表示するものである、請
求項５または６に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項８】
　前記液晶パネルの電源ＯＦＦ状態の際に印加される前記リセット電圧は、前記液晶パネ
ルを白表示する映像信号電圧である、請求項７に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項９】
　前記液晶パネルの電源ＯＮ状態の際に印加される前記リセット電圧は、前記液晶パネル
を白表示する映像信号電圧である、請求項１に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項１０】
　前記第１期間にて選択される前記リセット電圧は、前記液晶パネルを白表示する映像信
号電圧である、請求項２に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項１１】
　請求項１から３のいずれかに記載の液晶パネルの駆動装置と、
　ＯＣＢモード液晶を使用した液晶層を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネルの駆動装置から前記電圧の供給を受け、前記液晶パネルに表示を行わせ
るドライバとを備えた液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置及びその液晶パネルの駆動装置等に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、薄型、軽量であり、従来のブラウン管に代替するものとして、近年一
層用途が拡大されてきた。
【０００３】
　ここで図７に液晶表示装置の全体図を示す。液晶表示装置４００において、液晶パネル
４１０は、ＴＦＴ４１１ａ、このＴＦＴ４１１ａを介して接続される画素電極４１１ｂ、
画素電極４１１ｂと対向電極４１１ｃとの間に保持された液晶層４１１ｄ、及び共通電極
４１１ｅと画素電極４１１ｂとに接続された蓄積容量Ｃｓを含む、マトリックス状に配置
された複数の画素４１１から構成されている。液晶パネル４１０内の各ＴＦＴ４１１ａの
ソース電極はソースライン４１２を介してソースドライバ４２０に、また各ＴＦＴ４１１
ａのゲート電極はゲートライン４１３を介してゲートドライバ４３０に、それぞれ接続さ
れている。
【０００４】
　ゲートドライバ４３０から印加されるゲート電圧ＶｇによってＴＦＴ４１１ａが開閉さ
れ、ソースドライバ４２０からの映像信号Ｖｓが画素電極４１１ｂに供給される。また、
対向電極４１１ｃと共通電極４１１ｅには電圧Ｖｃｏｍが印加される。これにより、各画
素４１１を構成する液晶容量ＣＬＣ、補助容量Ｃｓには、映像信号Ｖｓに対応した所定階
調の電圧が保持される。そして、液晶パネル４１０の背面に設けられたバックライト４５
０からの光源光を受けて、画像の表示を行う。
【０００５】
　なお、図においてソース／ゲート制御手段４４０は、外部電源から電力の供給を受ける
とともに、表示させようとする画像信号の入力等を受け、これら信号に基づきソースドラ
イバ４２０及びゲートドライバ４３０を駆動させる手段である。また、バックライト４５
０もソース／ゲート制御手段４４０によって、ソース／ゲート駆動手段４４０の動作に対
応して点灯、消灯の動作を行う。
【０００６】
　現在、液晶パネル４１０の液晶層４１１ｄに広く使用されているＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ
　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードの液晶パネルは、視野角が狭く、また応答速度が遅く、液晶素
子が保持型であることもあって、動画表示には尾を引くように見える等、ブラウン管等の
自己発光型のディスプレイに比して画質が劣る。
【０００７】
　これに対し、近年、ベンド配向を利用したＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎ
ｓａｔｅｄ　Ｂｅｎｄ）モード液晶（例えば、特許文献１参照）が提案されている。
【０００８】
　ＯＣＢモード液晶は、ＴＮモード液晶に比して高速応答かつ広視野角であることから、
動画表示や大画面化に充分対応でき、ブラウン管よりも薄型で低消費電力の大画面ディス
プレイを提供することができる利点を有する。
【０００９】
　ところで、ＯＣＢモード液晶は、スプレイ配向状態とベンド配向状態の二つの配向状態
が存在する。スプレイ配向状態とは、図８（ａ）に示すように、ＯＣＢモード液晶に電圧
が印加されていない初期状態の液晶配向のことであり、ベンド配向状態とは、スプレイ配
向状態の液晶に所定の転移電圧よりも高い電圧を印加することにより相転移した配向状態
であり、表示はこのベント配向状態を利用する。
【００１０】
　そして、図８（ｂ）に示すように、ベンド配向状態とスプレイ配向状態とは、定期的に
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所定の転移電圧以上の電圧を印加するか否かによって転移、逆転移が生じる。
【特許文献１】特開昭６１－１１６３２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置においては、液晶パネルの電源をＯ
ＦＦしてから、液晶層全面が均一なスプレイ配向状態に移行するのに時間を要する。
【００１２】
　図９は、従来のＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置の電源ＯＦＦ時の動作（以下電
源ＯＦＦシーケンスという。）を示すタイムチャートである。図９に示す電源ＯＦＦシー
ケンスによると、液晶駆動電源をＯＦＦするタイミングで、バックライト４５０を消灯し
、同時に液晶層４１１ｄへ印加される電圧もＯＦＦしている。
【００１３】
　このような電源ＯＦＦシーケンスによると、電源ＯＦＦの直前に表示していた表示状態
に応じて各画素４１１を構成する液晶層４１１ｄに保持される電圧がそれぞれ異なるため
、電源ＯＦＦ後、表示画面のうちスプレイ配向に移行する際に早くスプレイ配向に移行す
る部分と、遅くスプレイ配向に移行する部分が生じる。例えば、室温においては、全ての
液晶層４１１ｄのスプレイ配向への移行には５秒程度要する。詳細には、ベンド配向から
スプレイ配向への逆転移は、以下のステップで進行する。まず、ＯＣＢモード液晶に印加
される電圧が０Ｖになることで、ベンド配向は不安定となり、全ての領域で１８０°ツイ
ストが発生する。ここで１８０°ツイストとは、液晶分子の配列方向が上基板と下基板間
でねじれており、そのねじれ角が１８０°である液晶配向である。この配向状態は例えば
透過色で明るい黄色に認識される。なお、このツイスト配向状態を第２のスプレイ配向と
呼ぶ場合もある。
【００１４】
　一方、ＯＣＢモード液晶に電圧がかかっていない状態では、スプレイ配向はツイスト配
向状態よりも安定であるため、表示面に残留するスプレイ配向領域や、異物や表示面の突
起部分を核として偶発的に発生したスプレイ配向領域が成長し、最終的には表示面の全面
がスプレイ配向となって安定化する。このスプレイ配向は、例えば透過色で青色である。
【００１５】
　問題となるのは、上記したように電源をＯＦＦしてから、液晶層全面がスプレイ配向に
移行するのに時間を要することに加え、電源ＯＦＦ後のツイスト配向（黄色）とスプレイ
配向（青色）とが混在する状態が、不均一に、または表示時のパターンに依存して所定時
間存在することにより、外光が強いと、バックライト４５０を消灯していても、液晶層４
１１ｄの各部の配向状態の違いがムラ、残像として画面上に見えてしまうことにある。
【００１６】
　また、電源ＯＦＦ後、スプレイ配向に完全に移行するまでの時間において、再度電源を
投入すると、均一なスプレイ配向の状態から電源投入する場合に比して、転移駆動期間が
長く必要になり、電源投入から映像表示するまでに時間がかかっていた。
【００１７】
　このような不具合に対し、図１０に示す、従来のＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装
置の電源ＯＦＦ時の残像対策回路が従来より知られていた。
【００１８】
　図１０に示すように、残像対策回路６００は、Ｙ１～Ｙ３８４の各出力を出力するソー
スラインに接続されたソースドライバ６０１と、ＶＲＥＦ０～ＶＲＥＦ９までの合計１０
系統の基準電圧をソースドライバ６０１へ入力するとともに、これら基準電圧を選択する
３つの開閉スイッチ６０２ａ～６０２ｃを有する入力系統とを備えている。開閉スイッチ
は、電圧ＡＶＤＤ／２を供給する開閉スイッチ６０２ａ、電圧ＡＶＤＤ／２の２倍の電圧
ＡＶＤＤを供給する開閉スイッチ６０２ｂと、グランドとの接続を制御する開閉スイッチ
６０２ｃとから構成され、それぞれ制御電圧Ｖｃ４，Ｖｃ５により開閉が制御される。
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【００１９】
　以上のような構成を有する残像対策回路は、図１１のタイミングチャートに示すように
、通常表示から電源ＯＦＦにするまでの間に、液晶パネル全体を白色表示する白表示の期
間を挟むようにして、ムラ、残像が画面上に見えないようにしている。より詳細には、通
常表示時にはそれぞれ異なる固定電圧としてソースドライバ６０１に供給されていたＶＲ
ＥＦ０～ＶＲＥＦ９が、白表示期間内において、制御電圧Ｖｃ４がＯＦＦ、制御電圧Ｖｃ
５がＯＮとなることにより、各開閉スイッチ６０２ｂ、６０２ｃがＯＦＦ、６０２ａがＯ
Ｎに切り替えられて、ＶＲＥＦ０～ＶＲＥＦ９に一定電圧ＡＶＤＤ／２が供給され、それ
に伴い、ソースドライバ６０１のＹ１～Ｙ３８４の各出力に同一の一定電圧ＡＶＤＤ／２
が出力されて、白表示を行う。白表示期間が終了すると、電源ＯＦＦとして、各電圧の供
給が停止される。
【００２０】
　次に、図１２に、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置の電源ＯＮ時の動作を示すタ
イムチャートを示す。時刻ｔ０の時点で液晶表示装置の電源をＯＮにしたとすると、時刻
ｔ０の直後には、回路の種々の経路からの廻り込みによりスプレイ配向が乱れる要因が液
晶層に加わる。このようなスプレイ配向の乱れを是正するために、時刻ｔ０からｔ１の期
間において液晶層には０Ｖが印加される。そして液晶層が均一なスプレイ配向となった後
、時刻ｔ１からｔ２において、液晶層４１１ｄの液晶をベント配向に相転移するために転
移電圧が印加される。時刻ｔ２において、この転移駆動が完了した後、液晶層には映像信
号に対応した電圧が印加され画像表示がなされる。
【００２１】
　ここで、上記のように電源ＯＦＦ後、スプレイ配向に完全に移行するまでの時間におい
て、再度電源が投入されると、上述したように電源ＯＮ時のスプレイ配向の乱れに加えて
、第２のスプレイ配向での乱れが加わるため、ｔ０からｔ１に至る時間に長時間を要する
。例えば、上記の第２のスプレイ配向ではない状態から電源ＯＮしたときのｔ０～ｔ１の
時間は、０．２秒程度であるのに対し、第２のスプレイ配向が存在するときに電源ＯＮし
たときのｔ０～ｔ１の時間は、０．４秒程度を要する。このように、第２のスプレイ配向
が存在すると、電源投入してから、映像が表示されるまでの時間を予め長く設定する必要
がある、あるいは表示不良が発現していた。
【００２２】
　このような不具合に対しては、図１３に示すような転移回路が従来より知られていた。
【００２３】
　図１３に示すように、転移回路９００は、ソース／ゲート制御手段４４０に内蔵され、
液晶表示パネルのソースドライバ４２０側に出力される出力端子９１０と、出力端子９１
０に４種類の電圧を選択的に供給可能な３つの選択スイッチを有する入力系統９２０とを
備えている。各選択スイッチは、電圧Ｖ＋又は電圧Ｖ－を選択的に入力する選択スイッチ
９２０ａ、電圧Ｖｓｃ又は電圧Ｖｃｏｍを選択的に入力する選択スイッチ９２０ｂ、及び
選択スイッチ９２０ａ、９２０ｂからのそれぞれの出力を選択的に入力する選択スイッチ
９２０ｃとから構成され、それぞれ制御電圧Ｖｃ１，Ｖｃ２，Ｖｃ３により開閉が制御さ
れる。ここで各電圧は、画像表示時に対向電極に印加される電位幅の電圧Ｖｃｏｍを基準
として、Ｖ－はＶｃｏｍより低い電位を、ＶｓｃはＶｃｏｍより高い電位を、Ｖ＋はＶｓ
ｃより更に高い電位となるよう設定されている。
【００２４】
　以上のような構成を有する転移回路は、図１４のタイミングチャートに示すように、電
源ＯＮから通常表示状態に至るまでの間に、急激な電位差によりスプレイ配向を解消する
転移状態を挟むようにしている。
【００２５】
　より詳細には、電源ＯＮ直後には、各画素電極にはソースドライバから電圧Ｖｓｃを印
加しつつ、リセット状態として選択スイッチ９２０ａ、９２０ｂをＬＯＷ状態、選択スイ
ッチ９２０ｃをＨＩＧＨ状態にしておいて、対向電極に電圧Ｖｓｃが供給されるようにし
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ておいてから、転移期間においては、一旦選択スイッチ９２０ａ、９２０ｂをそのままに
保ちながら、選択スイッチ９２０ｃをＬＯＷ状態にしておいて、電圧Ｖ＋が印加されるよ
うにし、続いて選択スイッチ９２０ａをＨＩＧＨ状態として、電圧をＶ＋から一気にＶ－

まで引き下げる。このとき、液晶パネルの液晶層には絶対値で｜Ｖ＋－Ｖsc｜、｜Ｖ－－
Ｖsc｜の大きな電位が転移電圧として印加され、液晶パネルの液晶層をスプレイ配向から
ベンド配向へ転移させる。
【００２６】
　転移期間が終了すると、選択スイッチ９２０ｂ、９２０ｃを共にＨＩＧＨ、すなわち全
ての選択スイッチをＨＩＧＨ状態として、電圧Ｖｃｏｍを印加させて、通常表示に移行す
る。
【００２７】
　このように、液晶表示装置の電源ＯＦＦ時、ＯＮ時のそれぞれにおいて、表示の不具合
を解消する技術は提案されていた。
【００２８】
　しかしながら、従来では電源ＯＮ、電源ＯＦＦの上記の各対策を有する回路はそれぞれ
独立に構成する必要があり、液晶表示装置の大型化を招来することになっていた。
【００２９】
　本発明は、上記の課題を考慮しなされたものであり、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶
表示装置において、電源ＯＦＦ後の表示画面のムラの発生を防止し、電源ＯＮ時に速やか
に液晶パネルの液晶層をベンド配向に移行させることができる、液晶パネルの駆動装置等
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　上記の目的を達成するために、第１の本発明は、スプレイ配向又はベンド配向をとりう
る液晶層を有する液晶パネルに電圧を印加する液晶パネルの駆動装置であって、
　少なくとも前記液晶パネルの電源ＯＦＦ又はＯＮ状態に応じて、映像信号電圧、リセッ
ト用電圧、及び前記液晶パネルをスプレイ配向からベンド配向へ移行させるための転移電
圧を少なくとも含む複数の電圧から、１つの電圧を選択的に出力する電圧出力手段を備え
、
　前記電圧出力手段は、
　前記電源ＯＮ状態になると、前記映像信号電圧を印加する前に、前記リセット用電圧を
印加するとともに、その後に前記転移電圧を印加するものであり、
　前記電源ＯＦＦ状態になると、前記液晶パネルに前記転移電圧を印加し、その後、前記
リセット用電圧を印加してから前記液晶パネルへの電圧の供給を停止させる、液晶パネル
の駆動装置である。
【００３１】
　また、第２の本発明は、スプレイ配向又はベンド配向をとりうる液晶層を有する液晶パ
ネルに電圧を印加する液晶パネルの駆動装置であって、
　前記液晶パネルに、映像信号電圧、リセット用電圧、及び前記液晶パネルをスプレイ配
向からベンド配向へ移行させるための転移電圧を少なくとも含む複数の電圧から、１つの
電圧を選択的に出力する電圧出力手段を備え、
　外部から入力される前記液晶パネルのＯＮ信号に基づき、前記リセット用電圧を選択す
る第１期間と、前記第１期間に続き前記転移電圧を選択する第２期間とを順次設定すると
ともに、
　外部から入力される前記液晶パネルのＯＦＦ信号に基づき、前記転移電圧を選択する第
３期間、前記第３期間に続き前記リセット電圧を選択する第４期間とを順次設定する、液
晶パネルの駆動装置である。
【００３２】
　また、第３の本発明は、スプレイ配向又はベンド配向をとりうる液晶層を有する液晶パ
ネルに電圧を印加する液晶パネルの駆動装置であって、
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　前記液晶パネルの一方の電極に接続され、前記液晶パネルをスプレイ配向からベンド配
向へ移行させる転移電圧、映像信号電圧、及びリセット電圧とを選択的に印加する第１の
駆動回路と、
　前記液晶パネルの他方の電極に接続され、定電位を印加する第２の駆動回路と、
　外部から入力される、前記液晶パネルの電源ＯＦＦ信号又は電源ＯＮ信号に応じて前記
第１の駆動回路及び前記第２の駆動回路の動作を制御する制御回路とを備え、
　前記制御回路は、
　前記ＯＮ信号に基づき、前記リセット電圧を選択する第１期間、前記転移電圧を選択す
る第２期間、前記映像信号電圧を選択する第３期間を、この順に設定し、
　前記ＯＦＦ信号に基づき、前記転移電圧を選択する第４期間、前記リセット電圧を選択
する第５期間を、この順に設定するように、前記第１の駆動回路を制御する、液晶パネル
の駆動装置である。
【００３３】
　また、第４の本発明は、前記リセット電圧は、前記転移電圧より絶対値が小さい、第１
から第３のいずれかの本発明の液晶パネルの駆動装置である。
【００３４】
　また、第５の本発明は、前記電圧出力手段は、前記電源ＯＦＦ状態において、前記転移
電圧の印加と前記リセット用電圧の印加との間に、前記液晶パネルの各画素に対し実質上
均一となる所定の映像信号電圧を印加する、第１の本発明の液晶パネルの駆動装置である
。
【００３５】
　また、第６の本発明は、前記制御回路は、前記電源ＯＦＦ状態において、前記第４期間
と前記第５期間との間に、前記液晶パネルの各画素に対し実質上均一となる所定の映像信
号電圧を印加する第６期間を挟むよう、前記制御を行う、第３の本発明の液晶パネルの駆
動装置である。
【００３６】
　また、第７の本発明は、前記実質上均一の所定の映像信号電圧は、前記液晶パネルを黒
表示するものである、第５または６の本発明の液晶パネルの駆動装置である。
【００３７】
　また、第８の本発明は、前記液晶パネルの電源ＯＦＦ状態の際に印加される前記リセッ
ト電圧は、前記液晶パネルを白表示する映像信号電圧である、第７の本発明の液晶パネル
の駆動装置である。
【００３９】
　また、第９の本発明は、前記液晶パネルの電源ＯＮ状態の際に印加される前記リセット
電圧は、前記液晶パネルを白表示する映像信号電圧である、第１の本発明の液晶パネルの
駆動装置である。
【００４０】
　また、第１０の本発明は、前記第１期間にて選択される前記リセット電圧は、前記液晶
パネルを白表示する映像信号電圧である、第２の本発明の液晶パネルの駆動装置である。
【００４２】
　また、第１１の本発明は、第１から３のいずれかの本発明の液晶パネルの駆動装置と、
　ＯＣＢモード液晶を使用した液晶層を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネルの駆動装置から前記電圧の供給を受け、前記液晶パネルに表示を行わせ
るドライバとを備えた液晶表示装置である。
【発明の効果】
【００４３】
　以上のような本発明によれば、電源ＯＦＦ後の表示画面のムラの発生を防止するととも
に、電源ＯＮ時に画面の乱れを素早く解消することができる、液晶パネルの駆動回路等を
提供することが可能となる。
【００４４】
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　また、本発明によれば、電源ＯＮ／ＯＦＦ時のシーケンスを簡単な回路構成で実現する
ことにより、液晶表示装置の小型化を達成することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００４６】
　（実施の形態１）
　図１に本発明の実施の形態１による駆動回路の構成図を示す。図１に示すように、この
駆動回路１００は、液晶表示パネルの対向電極４１１ｃに出力される出力端子１０１と、
出力端子１０１に４種類の電圧を選択的に供給可能な３つの選択スイッチを有する出力系
統１０２と、液晶表示装置の動作に応じて選択スイッチを制御する制御手段１０３とを備
えている。各選択スイッチは、図示しない電源から転移電圧としての交番電圧となる電圧
Ｖ＋又は電圧Ｖ－を選択的に入力する選択スイッチ１０２ａ、リセット電圧Ｖｓｃ又は映
像表示用の電圧Ｖｃｏｍを選択的に入力する選択スイッチ１０２ｂ、及び選択スイッチ１
０２ａ、１０４ｂからのそれぞれの出力を選択的に入力する選択スイッチ１０２ｃとから
構成され、制御手段１０３からそれぞれ制御電圧Ｖｃ１，Ｖｃ２，Ｖｃ３により開閉が制
御される。ここで各電圧の電位の関係は、映像信号の表示状態時に使用する電圧Ｖｃｏｍ
を基準として、電圧Ｖ－はＶｃｏｍより低い電位を、リセット電圧ＶｓｃはＶｃｏｍより
高い電位を、電圧Ｖ＋はＶｓｃより更に高い電位となるよう設定されている。例えば、電
圧Ｖｃｏｍを５Ｖ、電圧Ｖ＋を３０Ｖ、電圧Ｖ－を－２０Ｖ、リセット電圧Ｖｓｃを７Ｖ
に設定した。
【００４７】
　また、本実施の形態による駆動回路１００が搭載されるＯＣＢモード液晶を用いた液晶
表示装置の構成を、図２に示す。図２において、上記駆動回路１００は、ソース／ゲート
制御手段４４０に内蔵されており、外部から入力される、液晶パネル４１０の電源ＯＮ信
号またはＯＦＦ信号に応じて動作する。なお、図２において、図７と同一または相当部に
は、同一符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００４８】
　以上のような構成を有する本実施の形態の駆動回路の動作を、図３並びに図４を参照し
て、以下に説明する。
【００４９】
　まず、液晶表示装置の電源ＯＦＦ時の動作を図３のタイミングチャートを参照して説明
する。液晶表示装置に電源ＯＦＦの制御入力が投入され、ソース／ゲート駆動手段４４０
に電源ＯＦＦ信号が入力される前は、通常表示期間として、液晶パネル４１０に映像を表
示するための種々の電圧がソースドライバ４２０から各画素に印加されている。このとき
、表示される映像表示によって、液晶層４１１ｄへの印加電圧が液晶層領域内で異なるの
で、液晶の配列はベント配向状態の中で不均一となっている。
【００５０】
　次に、ソース／ゲート駆動手段４４０に電源ＯＦＦ信号が入力されると、制御手段１０
３は、液晶パネル４１０の表示が通常表示を行う状態である、電圧Ｖｃｏｍが印加されて
いる状態から、選択スイッチ１０２ａ及び１０４ｃをそれぞれＬＯＷ状態に切り替える制
御を行うことにより、対向電極４１１ｃには所定期間だけ電圧Ｖ＋を出力する。また、各
画素電極４１１ｂには、ソースドライバ４２０を介して一斉にＡＶＤＤ／２Ｖの電圧が印
加される。このＡＶＤＤ／２は、例えば５Ｖとした。また、同時にバックライト４５０を
ＯＦＦさせる制御も行う。さらに選択スイッチ１０２ａをＨＩＧＨ状態に切り替える制御
を行い、対向電極４１１ｃには所定期間電圧Ｖ－を出力する。これにより、液晶パネル４
１０の各画素においては、液晶層に通常駆動時に印加される電圧よりも大きい絶対値｜Ｖ

＋－ＡＶＤＤ／２｜、｜Ｖ－－ＡＶＤＤ／２｜の交番電圧としての転移電圧の印加により
、液晶層４１１ｄ内の液晶の配列がより素早く均一なベンド配向へと移行する。なお、こ
の転移電圧の印加期間は、第２の本発明の第３期間または第３の本発明の第４期間に相当
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するもので、ここでは１５０ｍｓとした。この印加期間は、１００ｍｓｅｃ以上であるこ
とが望ましく、周囲の環境温度をモニタし、これに応じて変化させることもでき、例えば
低温環境化においては長く、高温環境下においては短くすることもできる。
【００５１】
　さらに続いて、電圧Ｖｃｏｍを対向電極４１１ｃに印加するように制御する。このとき
、各画素電極４１１ｂには、ソースドライバ４２０を介して実質上均一の黒表示を行う電
圧Ｖｓ（黒）、例えば＋１０Ｖと０Ｖとがそれぞれ供給されるようにする。これにより、
液晶層には±５Ｖの電圧が所定の期間印加され、均一な黒表示が行われる。
【００５２】
　なお、これまでの動作において、液晶層に印加される転移電圧｜Ｖ＋－ＡＶＤＤ／２｜
、｜Ｖ－－ＡＶＤＤ／２｜は、黒表示を行う時に液晶層に印加される電圧｜Ｖｃｏｍ－Ｖ
ｓ（黒）｜の１．５倍以上、更に好ましくは２信以上であることが好ましく、この印加期
間は、１００ｍｓｅｃ以上であることが望ましく、周囲の環境温度をモニタし、これに応
じて変化させることもでき、例えば低温環境化においては長く、高温環境下においては短
くすることもできる。特に０℃といった低温環境下での使用が考慮される場合は３００ｎ
ｓｅｃ以上であることが望ましい。なお、この黒表示電圧の印加期間は、第２の本発明の
第４期間又は第３の本発明の第６期間に相当する。
【００５３】
　この黒表示期間が終了すると、選択スイッチ１０２ｂをＬＯＷに切り替え、リセット用
電圧Ｖｓｃを対向電極４１１ｃに出力し、また各画素電極４１１ｂにはソースドライバ４
２０を介して実質上均一の白表示を行う電圧Ｖｓ（白）、例えば＋７Ｖの電圧を印加し、
液晶層に実質的に０Ｖの電圧を与え、この後に電圧の供給自体を遮断して、電源ＯＦＦを
完了する。この印加期間は、２０００ｍｓｅｃ以上であることが望ましく、周囲の環境温
度をモニタし、これに応じて変化させることもでき、例えば低温環境化においては長く、
高温環境下においては短くすることもできる。なお、このリセット用電圧Ｖｓｃの印加期
間は、第２の本発明の第４期間または第３の本発明の第５期間に相当する。
【００５４】
　このように、以上のＯＦＦ動作においては、通常の液晶の駆動よりも十分に大きい高電
位の転移電圧を印加することにより、液晶層４１１ｄが速やかに均一なベンド配向状態へ
移行するため、従来例のように、早くスプレイ配向に移行する部分と、遅くスプレイ配向
に移行する部分とが混在することを防ぐことができる。この後、さらに各画素には黒表示
電圧を印加させてフリッカを安定させることができ、引き続きリセット電圧を印加するこ
とにより、電源ＯＦＦ後の液晶層４１１ｄ全体を、均一なベンド配向から、均一なスプレ
イ配向へ速やかに移行させることができ、より効果的にムラや残像を除去することができ
、バックライト４５０の消灯後、外光が入射しても、安定した画質を得ることができる。
【００５５】
　次に、本実施の形態の駆動回路による、液晶表示装置の電源ＯＮ時の動作を説明する。
従来例と同様、図４のタイミングチャートに示すように、通常電源ＯＮ状態から通常表示
状態に至るまでの間に、液晶パネル４１０の液晶層４１１ｄ全体に対し、急激な電位差に
よりスプレイ配向を解消する転移状態を挟むようにしている。すなわち、電源ＯＮ直後に
は、制御手段１０３は、リセット状態として選択スイッチ１０２ａ，１０４ｂをＬＯＷ状
態、選択スイッチ１０２ｃをＨＩＧＨ状態に設定し、対向電極４１１ｃにはリセット電圧
Ｖｓｃを供給するようにし、またソースドライバ４２０から実質上均一の白表示を行う電
圧Ｖｓ（白）が供給されるようにしておいて、液晶層４１１ｄには実質的に０Ｖの電圧を
印加し、いったん均一なスプレイ配向の配列にする。ここでスプレイ配向を挟まないと、
転移電圧を印加しても、液晶パネル４１０が十分ベンド配向に移行しない恐れがあるから
である。なお、このスプレイ配向を保持する期間は、第２および第３の本発明の第１期間
に相当する。
【００５６】
　次に、転移期間においては、一旦選択スイッチ１０２ａ，１０２ｂをそのままに保ちな
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がら、選択スイッチ１０２ｃをＬＯＷ状態にしておいて、対向電極４１１ｃには電圧Ｖ＋

が印加されるようにすると共にソースドライバ４２０から全ソースラインを介して画素電
極に一斉にＡＶＤＤ／２Ｖの電圧が印加される。このＡＶＤＤ／２は、例えば５Ｖとした
。続いて選択スイッチ１０２ａをＨＩＧＨ状態として、全ソースラインに印加される電圧
をＶ＋から一気にＶ－まで引き下げる。これにより、液晶パネルの各液晶層には、交番電
圧であって絶対値で｜Ｖ＋－ＡＶＤＤ／２｜、｜Ｖ－－ＡＶＤＤ／２｜の転移電圧が印加
され、各画素４１１の液晶層を均一なスプレイ配向からベンド配向へ転移させる。このと
きの転移電圧の大きさは、電源ＯＦＦ時の場合と同様、黒表示を行う時に液晶層に印加さ
れる電圧｜Ｖｃｏｍ－Ｖｓ（黒）｜の１．５倍以上、更に好ましくは２場合以上であるこ
とが好ましい。なお、この転移電圧を印加する期間は、本発明の第２および第３の本発明
の第２期間に相当する。
【００５７】
　転移期間が終了すると、制御手段１０３は選択スイッチ１０２ｂ及び１０４ｃを共にＨ
ＩＧＨ、すなわち全ての選択スイッチをＨＩＧＨ状態となるよう制御して、対向電極４１
１ｃに電圧Ｖｃｏｍを印加する。また、ソースドライバ４２０から各ソースラインには、
所定の映像信号が印加され、所定の表示がなされる。
【００５８】
　このように、一旦液晶パネル４１０の液晶層４１１ｄに転移電圧を印加して全ての液晶
層４１１ｄを均一なベンド配向に移行させてから、映像信号の表示を行わせることにより
、電源ＯＮ時の画面の乱れを素早く解消することができる。
【００５９】
　以上のように、本実施の形態１の駆動回路によれば、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶パ
ネルを搭載した液晶表示装置において、電源ＯＦＦ時に表示面に生ずる残像を効果的に除
去することができるとともに、同一回路構成によって電源ＯＮ時の液晶パネルのベンド配
向への転移を速やかに行わせることができる。
【００６０】
　なお、上記実施の形態１の説明において、ＯＦＦ状態においてはリセット電圧Ｖｓｃは
電圧Ｖ＋とＶ－との略中間電位としたが、電圧Ｖｃｏｍより低く、かつ転移電圧Ｖ－及び
Ｖ＋との間の任意の電位であってよい。またＯＦＦ状態の動作においては黒表示を行わせ
るとしたが、ノーマリブラックの場合は白表示を行わせるようにしてもよい。さらに、黒
表示の期間を省くようにしてもよい。
【００６１】
　（実施の形態２）
　次に、図５に本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動装置の電源ＯＦＦシーケンスの
他の例を説明するためのタイムチャートを示す。図５において、（ａ）は、ソース／ゲー
ト駆動手段４４０およびバックライト４５０の動作を示し、（ｂ）は、液晶パネル４１０
表示の動作を示し、（ｃ）は、液晶層４１１ｄへの電圧印加動作を示し、（ｄ）は、画素
４１１内の各電極の電位の変化を示している。
【００６２】
　以下、図５を参照して、本発明の実施の形態を更に詳細に説明する。なお、電圧Ｖｃｏ
ｍ、リセット電圧Ｖｓｃおよび転移電圧Ｖ＋、Ｖ－を印加するための、制御手段１３０に
よる選択スイッチ１０２ａ～１０３ｃの開閉制御は、実施の形態１と同様なので、説明を
省略する。
【００６３】
　図５に示す映像表示期間３０１においては、液晶パネル４１０の表示面に映像を表示す
るための種々の電圧Ｖｃｏｍが液晶パネル４１０に印加される。すなわち、表示される映
像表示によって、液晶層４１１ｄへの印加電圧が液晶層領域内で異なるので、液晶の配列
は不均一となっている。
【００６４】
　液晶パネル４１０への電源ＯＦＦ信号が外部より入力されると、ソース／ゲート駆動手
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段４４０は、映像表示期間３０１を終了させ、同時にバックライト４５０をＯＦＦさせ、
そしてＯＦＦシーケンス期間３０２、３０３、３０４をこの順で開始させる。
【００６５】
　まずＯＦＦシーケンス期間３０２において、制御手段１０３は、液晶パネル４１０の対
向電極４１１ｃに対し転移電圧を印加する。図３の場合と同様、このとき転移電圧は、黒
表示される電圧の１．５倍以上であるとし、交番電圧とする。ＯＦＦシーケンス期間３０
２の前半と後半において、画素電極４１１ｂと対向電極４１１ｃとの間に印加される電圧
は、画素電極を基準として大きさが等しく向きが反対方向となる電圧Ｖ＋及びＶ－がこの
順で交互に印加される。このように液晶パネル４１０の液晶層に交番電圧が印加されるこ
とにより、上述の高電位差のメリットに加えて、液晶イオンの偏在を防止することができ
る。その結果、液晶層４１１ｄにおけるフリッカを防止することができ、また、白表示の
ずれが少なくなり、よりスプレイになるまでの時間を短縮することができる。
【００６６】
　上記と同様、ＯＦＦシーケンス期間３０２における転移電圧は、黒表示電圧より高く設
定されるので、液晶層４１１ｄ内の液晶の配列はより素早く均一なベンド配向となる。従
って、このＯＦＦシーケンス期間３０２は、例えば、印加される電圧が黒表示電圧の１．
５倍程度である場合は、１００ｍｓｅｃ以上が好ましい。
【００６７】
　ＯＦＦシーケンス期間３０２が終了すると、制御手段１０３は、ＯＦＦシーケンス期間
３０３を開始させる。表示画面がノーマリホワイトである場合、ＯＦＦシーケンス期間３
０３において、表示面に全面黒階調を表示するための交番電圧を液晶パネル４１０に印加
する。このようにＯＦＦシーケンス期間３０３において黒表示電圧が印加されるのは１０
０ｍｓｅｃ以上であることが望ましい。
【００６８】
　このように、ＯＦＦシーケンス期間３０２において高電圧を印加した後にＯＦＦシーケ
ンス期間３０３に黒表示の交番電圧を印加することにより、ＯＦＦシーケンス期間３０２
のみの場合と比べると、フリッカを安定させることができ、よりスプレイ配向に移行する
までの時間を短縮することができる。
【００６９】
　ＯＦＦシーケンス期間３０３が終了した後は、ＯＦＦシーケンス期間３０４を開始させ
る。表示画面がノーマリホワイトである場合は、制御手段１０３は、ＯＦＦシーケンス期
間３０４において、表示面に全面白階調を表示するための電圧を液晶パネル４１０に印加
する。すなわち、白表示を行わせて、対向電極と画素電極との間の電位差を実質的にゼロ
とする。そして、制御手段１０３は、スプレイ配向への移行を促進するために、ゲートラ
イン４１３と画素電極４１１ｂとの間の電位差、または共通電極４１１ｅ（画素電極以外
の電極）と画素電極との間の電位差の少なくともいずれかをゼロとするように制御する。
【００７０】
　このとき、液晶層４１１ｄにおいては、液晶の配列が均一な状態で印加電圧が０Ｖとな
るので、ＯＣＢモード液晶はベンド配向から均一にスプレイ配向に移行することができる
。
ＯＦＦシーケンス期間３０４が終了した後、制御手段１０３は、電源ＯＦＦ期間３０５を
開始させる。電源ＯＦＦ期間３０５が開始されると、制御手段１０３は、選択スイッチ１
０２ａ～１０２ｃを開放させ、外部から供給される電源を遮断する。
【００７１】
　電源ＯＦＦ期間３０５が開始された時点においては、対向電極４１１ｃ、画素電極、ゲ
ートライン４１３、および共通電極４１１ｅにおけるそれぞれの電位は同一であるので、
その時点からスプレイ配向への移行が開始される。図６に示す５０３、５０４は、このよ
うなスプレイ配向への移行（逆転移）の経過を示す。すなわち、電源ＯＦＦ期間３０５の
開始時点において、画素電極１４０２と共通電極１４０９との間に電位差が無いので、画
素電極１４０２上において共通電極１４０９側から画素電極１４０２の中心部に向かって
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逆転移５０４が生じる。また、画素電極１４０２とゲートライン１４０７との間にも電位
差が無いので、画素電極１４０２上においてゲートライン１４０７側から画素電極４０２
の中心部に向かって逆転移５０３が生じる。このような逆転移５０３、５０４は、図５に
示す例では、柱スペーサ５０５が起点となって発生している。そして、時間の経過ととも
に逆転移５０３、５０４がそれぞれ画素電極１４０２の中心部に向かって進行することに
より、スプレイ配向への移行がより早く完了する。
【００７２】
　また、リセット電圧Ｖｓｃにより白表示を行うＯＦＦシーケンス期間３０４を挿入する
ことで、電源ＯＦＦ期間３０５が開始された時点から各電位がグラウンドレベルに達する
までの間（すなわち図５の（ｄ）に示すＡの領域）において、各電位の間に差が生じても
転移電位に達するような電位差になることがない。したがって、ＯＦＦシーケンス期間３
０２のみ、ＯＦＦシーケンス期間３０３のみ、ＯＦＦシーケンス期間３０２およびＯＦＦ
シーケンス期間３０３のみの場合に比べて、ＯＦＦシーケンス期間３０４を加えることに
より、ＯＣＢモード液晶はより早くスプレイ配向に移行することができる。このＯＦＦシ
ーケンス期間３０４は、２秒以上継続することが望ましい。ここで、ＯＦＦシーケンス期
間３０３およびＯＦＦシーケンス期間３０４は、一体として本発明の第４期間に相当し、
これら黒電圧および白電圧は本発明のリセット電圧に相当することになる。また、ＯＦＦ
シーケンス期間３０３は第３の本発明の第６期間、ＯＦＦシーケンス期間３０４は第３の
本発明の第５期間にそれぞれ相当する。
【００７３】
　なお、本実施の形態の説明において、ＯＦＦシーケンス期間３０２、３０３においては
、交番電圧が印加されるとしたが、一定電圧が印加されてもよい。その場合、フリッカ特
性がよくなるメリットは得られないが、スプレイ配向への移行が早くなる、という効果に
関しては上記と同様である。ここでＯＦＦシーケンス期間３０３のように黒表示期間をお
くことで、より効果的に逆転移を発生させることができる。
【００７４】
　また、本実施の形態の説明においては、ＯＦＦシーケンス期間３０４においては、実質
上白階調が表示面に表示される電圧が液晶層４１１ｄに印加されてもよい。その場合も上
記と同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　また、ＯＦＦシーケンス期間３０３を省いて、映像表示期間３０１の終了後、ＯＦＦシ
ーケンス期間３０２が開始され、ＯＦＦシーケンス期間３０２の終了後、ＯＦＦシーケン
ス期間３０４を経た後に、電源ＯＦＦ期間３０５に至ってもよい。そのような場合でも上
記と同様の効果を得ることができる。この場合、ＯＦＦシーケンス期間３０４が第２の本
発明の第４期間に相当することとなる。
【００７６】
　また、液晶層４１１ｄに印加される電圧は、均一であるとして説明したが、転移電圧が
印加される場合は、不均一であってもよく、その場合も上記と同様の効果を得ることがで
きる。
【００７７】
　また、以上の説明では、液晶層４１１ｄがノーマリホワイトの場合としたが、ノーマリ
ブラックであってもよい。そのような場合も含めると、ＯＦＦシーケンス期間３０３にお
いては、表示面に実質上白が表示される電圧が印加されればよい。また、ＯＦＦシーケン
ス期間３０２においては、表示面に白が表示される電圧よりも高く、液晶層４１１ｄに印
加可能な電圧以下の電圧が転移電圧として印加されればよい。また、ＯＦＦシーケンス期
間３０４においては、表示面に実質上黒が表示される電圧が印加されればよい。このよう
に液晶層４１１ｄがノーマリブラックであっても、上記と同様の効果を得ることができる
。
【００７８】
　また、バックライト４５０の照射は、映像表示期間３０１の終了と同時にＯＦＦされる
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としたが、バックライト４５０の照射は、ＯＦＦシーケンス期間３０４の終了期間後にＯ
ＦＦされてもよい。また、映像表示期間３０１の終了後、ＯＦＦシーケンス期間３０４ま
での間にバックライト４５０の照射がＯＦＦされてもよい。そのような場合も、液晶層４
１１ｄは均一な状態でベンド配向からスプレイ配向に移行することができるので、表示画
面にムラが生じることはない。
【００７９】
　また、バックライト４５０の照射は、映像表示期間３０１の終了前にＯＦＦされてもよ
い。
【００８０】
　なお、上記の実施の形態において、駆動回路１００は本発明の駆動回路に相当し、出力
系統１０２及び制御手段１０３は本発明の電圧出力手段に相当する。さらに出力系統１０
２は第３の本発明の第１の駆動回路に相当し、制御手段１０３は第３の本発明の制御回路
に相当する。また、共通電極４１１ｅに共通電位を供給する手段は、第３の本発明の第２
の駆動回路に相当する。
【００８１】
　また液晶パネル４１０は本発明の液晶パネルに相当する。また電圧Ｖ＋及び電圧Ｖ－、
また絶対値｜Ｖ＋－ＡＶＤＤ／２｜、｜Ｖ－－ＡＶＤＤ／２｜の各電圧は本発明の転移電
圧に相当し、電圧Ｖｓｃは本発明のリセット電圧に相当し、電圧Ｖｃｏｍは本発明の所定
の映像信号表示時における対向電圧に相当する。また選択スイッチ１０２ａは本発明の第
１の選択スイッチに相当し、選択スイッチ１０２ｂは本発明の第２の選択スイッチに相当
し、選択スイッチ１０２ｃは本発明の第３の選択スイッチに相当する。またソースドライ
バ４２０は本発明のドライバに相当する。
【００８２】
　また、本発明の駆動回路を搭載した液晶表示装置も、本発明に含まれる。ベンド配向お
よびスプレイ配向を有する液晶としてはＯＣＢモード液晶が挙げられるが、これら状態を
とりうるものであれば、他の液晶を用いてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明にかかる液晶パネルの駆動装置は、単一の回路構成によって電源ＯＦＦ後の表示
画面のムラの発生を防止するとともに、電源ＯＮ時に画面の乱れを素早く解消することが
できる効果を有し、液晶表示装置等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の実施の形態１，２による駆動装置の構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１，２による駆動装置を有する液晶表示装置の構成図である
。
【図３】本発明の実施の形態１による駆動装置の電源ＯＦＦ状態を説明するためのタイミ
ングチャートを示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１による駆動装置の電源ＯＮ状態を説明するためのタイミン
グチャートを示す図である。
【図５】本発明の実施の形態２による駆動装置の電源ＯＦＦ状態を説明するためのタイミ
ングチャートを示す図である。
【図６】本発明の実施の形態２による駆動装置の電源ＯＦＦ状態における液晶層の状態を
説明するための図である。
【図７】従来の技術による液晶表示装置の構成を示す図である。
【図８】（ａ）ＯＣＢモード液晶におけるスプレイ配向とベンド配向を説明するための図
である。（ｂ）ＯＣＢモード液晶におけるスプレイ配向とベンド配向を説明するための図
である。
【図９】従来の技術による液晶表示装置の電源ＯＦＦ状態を説明するためのタイミングチ
ャートを示す図である。
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【図１０】従来の技術によるＯＦＦ残像対策回路の構成を示す図である。
【図１１】従来の技術によるＯＦＦ残像対策回路の動作を説明するためのタイミングチャ
ートを示す図である。
【図１２】従来の技術による液晶表示装置の電源ＯＮ状態を説明するためのタイミングチ
ャートを示す図である。
【図１３】従来の技術による転移回路の構成を示す図である。
【図１４】従来の技術による転移回路の動作を説明するためのタイミングチャートを示す
図である。
【符号の説明】
【００８５】
　１００　駆動回路
　１０１　出力端子
　１０２　入力系統
　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ　選択スイッチ
　１０３　制御手段
　４１０　液晶パネル
　４１１　画素
　４２０　ソースドライバ
　４３０　ゲートドライバ
　４４０　ソース／ゲート駆動手段
　４５０　バックライト

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】

【図１４】
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